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②学校と地域
の課題

02 青少年の
健全育成

ボランティアの人手不足によ
り、子ども達を見守る十分な大
人の数が確保できず、参加でき
る子どもの人数が限られること
により、子ども達の体験活動の
機会が減少している。

ボランティアの募集に関するチラシの作成・
配布や各ボランティア団体同士が連携する
取組への支援

新規ボランティア確保のため、チラシの配
布、ＰＲイベントや展示ブースの設置などのＰ
Ｒ活動を年に２回以上行う。

ボランティアの人手が増えること
により、各団体で十分な人員を
確保し、１回あたりの参加児童を
増やすことで子どもたちの体験
活動の機会を充実させる。

1回あたりの参加児
童数 28 人 30 27

02　本
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を下回
り、取
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る

・ＰＲイベントを2回、展示ブースを3回実施し、ＰＲイベントでは
子ども179人、保護者148人、合計327人のイベント来場者に
活動を周知することができた。
・目標とする参加児童数は全体として減少している。背景に
はボランティア不足があり、見守り体制に限りがあるため、受
け入れ可能な児童数が減少している。また、新規ボランティ
アが加わった学校は一部に偏っており、確保できずに人員が
不足している学校では、少人数での実施にとどまった。
・今後、ボランティアが不足する団体については、イベント時
だけではなく、ＰＴＡや保護者にチラシを配布し、十分な数の
ボランティア確保を目指し、1回あたりの児童数を増やしてい
く。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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